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研究成果の概要（和文）： 
本研究は，日常のコミュニケーション場面で多用される比喩，アイロニー，ジョーク，間接

発話行為といった発話意図の理解に推論を要する表現が，我々の脳内でどのように処理される

のかについて，そのメカニズムを多角的に検討し解明することを目的とした．その結果，発話

意図の理解には下前頭回，内側前頭回, 上側頭回, 中側頭回などの前頭・側頭領域において，

矛盾した発話から意味の逸脱の検出及び照合，意図の推論といった高次の認知処理が行われて

いることが示された． 
 
研究成果の概要（英文）： 
In this study, we investigated the neural substrates involved in the inference processes 
of communicative intention such as metaphor, irony, indirect speech acts and joke 
using event-related functional magnetic resonance imaging (fMRI). Our findings 
indicate that the right and left fronto-temporal networks (BA 45/47 and 21) play a 
crucial role in detecting contextual violations, whereas the medial frontal cortex is 
important for generating inferences to make sense of remarks within a context. 
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１．研究開始当初の背景 
近年，fMRI などの非侵襲的機能画像法を用

いて，言語理解における統語処理，音韻処理

に関与する神経基盤の解明が進み，一定の知
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見が蓄積されつつある(Sakai, 2005)．しかし

我々の日常の言語処理において多用されてい

る意味論的あるいは語用論的な言語理解につ

いては未だ不明の点が多い．特に比喩，アイ

ロニー，ジョーク，間接発話行為といった推

論が介在する発話の非字義的な意味理解に関

する神経基盤については，国内外を問わず，

ほとんど明らかにされていない． 

 

２．研究の目的 

本研究の目的は，機能的磁気共鳴画像法

（fMRI）を用いて，日常のコミュニケーシ

ョン場面で用いられている比喩，アイロニ

ー，ジョーク，間接発話行為といった発話

意図の理解に推論を要する表現が，我々の

脳内でどのように処理されるのかについて

そのメカニズムを多角的に検討し，解明す

ることを目的とした．  
 
３．研究の方法 
実験研究の方法として，比喩，アイロニ

ー，ジョーク，間接発話行為といった表現

の意味理解過程を検討する行動実験と，

fMRI によるイメージング実験を並行して

行い，両者の結果を比較検討した． 
 
４．研究成果 

本研究では，比喩，アイロニー，ジョーク，

間接発話行為といった推論が介在する発話の

非字義的理解過程に注目し，その理解過程が

字義的な理解と比較してどのような神経基盤

によって支えられているのかをfMRIを用いて

課題遂行中の賦活領域を比較検討した．この 3

年間に得られた成果は以下の通りである． 

(1)比喩理解 

比喩理解においては，Shibata et al. 
(2007)で行った実験をもとに，同様の材料

を用いて隠喩の理解過程と直喩の理解過

程に違いがあるかどうかを fMRI 実験によ

り比較検討した．その結果，直喩理解では

隠喩理解と比較して，内側前頭回(BA9/10)

により大きな賦活が見られ，隠喩の理解よ

りもより推論過程を要することが示唆さ

れた．一方，隠喩理解では直喩理解と比較

して，右下前頭回により大きな賦活が見ら

れ，右下前頭回における隠喩に特異な処理

の関与が示唆された． 
(2) アイロニー理解 

アイロニー理解について行った 2 つの

fMRI 実験では，字義的な理解に比べ，内

側前頭回(BA9/10)や上側頭回(STG)に大

きな賦活が見られ，「心の理論」課題と類

似した賦活パターを示すことを明らかに

した．アイロニーは発話の内容と正反対

の意味を伝達する言語行為であり，この

結果から，アイロニー理解には発話者の

心的状況や意図を推測する脳内ネットワ

ークの関与が示唆された． 
(3)間接発話行為の理解 
  間接発話行為は,文字どおりの意味とは異

なった内容を間接的に伝達する言語行為

であり,この発話理解には発話者の心的状

況や意図を推測する必要があると考えら

れる. fMRI 実験では間接発話行為による

発話の非字義的理解を要する文脈と字義

的理解のみを要する文脈条件を用いて脳

内の処理プロセスに違いがあるかどうか

について検討した.その結果,間接発話行

為の理解には字義的理解に比べ,発話意図

の推論 (mentalizing) に関与すると考え

られる内側前頭回 (BA10) や,意味の逸

脱の検出及び照合に関与する下前頭回

(BA47) および側頭領域の関与が明らか

になった. 
これらの結果より，間接発話行為やアイロ

ニー理解では，矛盾した発話から，意図を推

論するという高次の認知過程が関与してお

り，このような発話の意図理解には内側前頭



 

 

回 (BA9/10) や上側頭回 (STG)，下前頭回

(BA47)などが関与していることが強く示唆

された． 
(4) ジョーク理解 
 ジョークは我々の日常のコミュニケーシ

ョン場面において頻繁に出現し，この意味

や意図の理解は聞き手に強い快感情を引

き起こす．最終年度は，ジョークとしての

理解を要する文脈と，字義的理解のみを要

する文脈条件を用いて，脳内の処理プロセ

スに違いがあるかどうかについて，fMRI
を用い，課題遂行中の賦活領域を比較検討

した．その結果，ジョーク理解には下前頭

回(BA47)や中側頭回(MTG)などの前頭・側

頭の認知処理領域と，それによって喚起さ

れる快感情の処理には報酬系といわれる

中脳辺縁系が関与していることが明らか

になった． 
(5)発話理解と情動の関係について 

最終年度はさらに，前年度までに行った

fMRI 実験の結果を踏まえ，アイロニー，

ジョーク，間接発話行為などの発話理解と

いった認知処理に関与する神経基盤と，そ

れによって喚起される情動処理に関与す

る神経基盤の関係について検討した．その

結果，発話意図の理解には下前頭回(IFG)，
内側前頭回(MPFC), 上側頭回(STG)，中側

頭回(MTG)などの前頭・側頭領域において

意味の逸脱の検出及び照合といった認知

処理が行われるとともに，ネガティブな感

情を喚起する発話では Amygdala や

Insula などが関与していることが明らか

になった．またジョーク理解における認知

処理と，それによって喚起される感情処理

に関与する神経基盤について領域間結合

を Psychophysiological  interactions 
analysis によって解析した結果，下前頭回

(IFG) や中側頭回 (MTG) などの前頭・側

頭の認知処理領域と，中脳辺縁系などの感

情処理領域の活動が強く相関しているこ

とが示された． 
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